
第
４
章

い
ろ
い
ろ
な
「
識
字
」
―
―

識
字
率

●
社
会
開
発
と
識
字
教
育

社
会
開
発
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
成
人
識
字
教
育
が
あ
る
。
成
人
識
字
教
育
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
初
等
教
育
の
機
会
を
も
て
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
上
必
要
な
最
低
限
度
の
読
み
書
き

が
で
き
な
い
成
人
を
対
象
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
に
創
設
さ
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
、
初
等
教
育
の
促
進
と
識
字
率
の
向
上
を
活
動
の
中
心

に
し
て
き
た
。
タ
イ
の
ジ
ョ
ム
・
チ
ィ
エ
ン
で
の
世
界
教
育
会
議
（
一
九
九
〇
年
）
の
一
〇
年
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
会
議
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
セ
ネ
ガ
ル
の
ダ
カ
ー
ル
で
「
万
人
の
た
め
の
世
界
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
二
〇
一
五
年
ま
で
に
成
人
識
字
率
を
五

〇
パ
ー
セ
ン
ト
改
善
し
、
基
礎
教
育
な
ど
へ
の
全
成
人
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
」
な
ど
が
合
意
さ

れ
た
。

成
人
識
字
教
育
は
、
非
識
字
者
や
未
就
学
児
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
人
権
実
現
へ
の
入
口
、
あ
る
い
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は
、
生
活
改
善
全
般
へ
の
入
口
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
幼
児
の
保
健
衛
生
に
関
す
る

母
親
の
識
字
教
育
は
、
乳
幼
児
の
健
康
管
理
や
正
確
な
薬
剤
の
使
用
な
ど
に
は
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

●
社
会
指
標
と
し
て
の
識
字
率

識
字
率
は
社
会
指
標
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
開
発
途
上
国
で
は
、
識
字
率
は
年
齢

と
強
く
相
関
し
て
い
る
。
識
字
率
は
年
齢
構
成
の
影
響
を
受
け
る
の
で
、
こ
れ
を
基
準
に
作
成
さ
れ
た
社

会
指
標
も
年
齢
構
成
の
影
響
を
受
け
る
。
そ
の
た
め
に
、
異
な
る
社
会
の
発
展
水
準
を
識
字
率
で
比
較
す

る
場
合
に
は
、
年
齢
構
成
の
違
い
を
調
整
し
た
方
が
よ
い
。

表
１
は
い
く
つ
か
の
開
発
途
上
国
の
識
字
率
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
開
発
途
上
国
で
は
女
性
の
識
字
率

が
男
性
に
比
べ
て
相
対
的
に
後
れ
て
い
た
国
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
非
識
字
者
の
過
半
数
が
女
性
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
一
方
で
、
識
字
率
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
は
若
い
年
齢
層
で
は
縮
小
し
て
お
り
、

教
育
開
発
で
進
展
が
あ
る
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。

開
発
途
上
国
の
な
か
に
は
国
を
挙
げ
て
識
字
運
動
に
取
り
組
む
国
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
国
は
建
国

当
初
は
農
村
人
口
の
過
半
数
が
非
識
字
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
に
識
字
運
動
を
展
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開
し
た
。
ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
一
九
八
〇
年
代
に
国
を
挙

げ
て
の
識
字
教
育
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
識
字

教
育
は
継
続
的
に
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
か
ら
、
散
発
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
う
ま
く
い
く
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ

う
に
考
え
る
と
、
識
字
率
に
は
、
そ
の
国
の
学
校
や
行
政
の

体
制
全
体
の
問
題
が
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

●
識
字
率
の
さ
ま
ざ
ま
な
概
念

「
識
字
」
と
は
た
だ
単
に
字
が
読
め
る
、
書
け
る
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
実
際
の
日
常
生
活
や
仕
事
が
で
き
る
、
と
い

う
意
味
で
の
文
書
読
解
能
力
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
に
、「
識
字
」
の
概
念
を
見
直
す
こ
と
で
、
社
会
の
実
情

を
よ
り
よ
く
分
析
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
あ
る
。

先
進
国
で
も
識
字
能
力
が
十
分
で
は
な
い
人
た
ち
が
日
常

国名
女 性 成 人
識 字 率

男 性 成 人
識 字 率

成人識字率
の 女 性 ／
男 性 比 率

若 年 女 性
識 字 率

若年識字率
の 女 性 ／
男 性 比 率

中国 ８６．５ ９５．１ ９１ ９８．５ ９９
エジプト ５９．４ ８３．０ ７１ ７８．９ ８８
モロッコ ３９．６ ６５．７ ６０ ６０．５ ７５
インド ４７．８ ７３．４ ６５ ６７．７ ８０
パキスタン ３６．０ ６３．０ ５７ ５４．７ ７２
ネパール ３４．９ ６２．７ ５６ ６０．１ ７５

表１ 開発途上国の識字率（２００４年、％）

（注） 成人識字率は１５歳以上、若年識字率は１５歳以上２４歳以下の人口が対象で
ある。

（出所） UNDP（２００６）Human Development Report 2006, New York : UNDP,
p．３６５, p．３７３.
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生
活
で
制
約
を
受
け
て
い
る
。
そ
こ
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
主
導
し
て
、
国
際
成
人
識
字
能
力
調
査
が
お
こ
な
わ

れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
識
字
能
力
を
文
章
読
解
能
力
、
資
料
読
解
能
力
、
数
値
読
解
能
力
の
三
つ
の
領
域

に
つ
い
て
五
段
階
評
価
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
日
常
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
レ
ベ
ル
三
以
上

で
あ
る
。
表
２
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
先
進
国
の
識
字
率
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
先
進
国
で
は
表
面
的

に
は
識
字
率
は
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
近
い
水
準
に
達
し
て
い
る
が
、
日
常
生
活
に
支
障
の
な
い
程
度
の
識
字

能
力
の
な
い
「
機
能
的
非
識
字
者
」

も
か
な
り
の
人
が
該
当
す
る
こ
と
が

わ
か
る
。

家
計
の
な
か
に
識
字
者
が
い
る
場

合
に
は
、
同
じ
家
計
の
な
か
に
い
る

非
識
字
者
が
情
報
を
得
る
時
、
あ
る

い
は
識
字
能
力
を
と
も
な
う
よ
う
な

仕
事
を
す
る
時
に
手
助
け
で
き
る
。

つ
ま
り
、
識
字
者
と
同
居
し
て
い
る

非
識
字
者
は
完
全
な
非
識
字
と
い
う

国名 成人識字率
機能的非識
字者の割合

カナダ ９９．０ １６．６
フランス ９９．０ １６．８
ノルウェー ９９．０ １６．８
アメリカ ９９．０ ２０．７
フィンランド ９９．０ １６．８
オランダ ９９．０ １０．５
日本 ９９．０ １６．８
ニュージーランド ９９．０ １８．４
デンマーク ９９．０ １６．８
ベルギー ９９．０ １８．４
イギリス ９９．０ ２１．８
オーストラリア ９９．０ １７．０
スイス ９９．０ １８．９
アイルランド ９９．０ ２２．６
ドイツ ９９．０ １４．４
イタリア ９８．１ １６．８
スペイン ９７．１ １６．８
スウェーデン ９９．０ ７．５

表２ 先進国の識字率（１９９５年、％）

（出所） 国連開発計画（１９９８）１６４および２２２
ページ。
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よ
り
は
、「
近
似
的
な
非
識
字
者
」（proxim

ate
illiteracy

）
で
あ
る
、
と
い
う
仮

説
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
通
常
の
識
字
率
に
加
え
て
、「
近
似
的
な
非
識
字

者
」
が
も
っ
て
い
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
考
慮
し
た
「
実
効
識
字
率
」（effective

literacy
rate

）
も
提
案
さ
れ
て
い
る
（「
基
本
公
式
」
参
照
）。

実
効
識
字
率
を
研
究
し
た
バ
ス
（K

aushik
B

asu

）
と
フ
ォ
ス
タ
ー
（Jam

es

E
.Foster

）
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
一
九
八
一
年
の
セ
ン
サ
ス
を
使
っ
て

計
算
す
る
と
、「
近
似
的
な
非
識
字
者
」（「
基
本
公
式
」
の
P
）
は
人
口
の
三
一
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
、「
孤
立
し
た
非
識
字
者
」（「
基
本
公
式
」
の
I
）
は
二
五
・
〇
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
数
字
を
考
慮
す
れ
ば
、
実
効
識
字
率
は
普
通
の

識
字
率
（「
基
本
公
式
」
の
R
）
四
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
は
幾
分
高
く
な
る
。

《
参
考
文
献
》

成
人
識
字
教
育
や
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
と
社
会
開
発
に
つ
い
て
は
磯
野
昌
子
（
二

〇
〇
七
）「
教
育
へ
の
働
き
か
け
―
―
基
礎
教
育
を
中
心
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
視
点
」（
佐
藤

寛
＋
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開
発
ス
ク
ー
ル
編
『
テ
キ
ス
ト
社
会
開
発
―
貧
困
削
減
へ
の

実効識字率（ELR）

ELR＝ R＋ αP

ELRは実効識字率、Rは識字率、P は「近似的な非識字者」
の人口比率、αは「近似的な非識字者」が同居する識字者に助け
られて獲得できる情報処理能力で０と１の間の数である。I＝１
－ R－P は「孤立した非識字者」（isolated illiteracy）である。

基本公式
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新
た
な
道
筋
』
日
本
評
論
社
）
一
九
―
三
三
ペ
ー
ジ
、
豊
田
俊
雄
編
（
一
九
九
五
）『
開
発
と
社
会
―
―
教
育
を
中
心

と
し
て
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
を
参
照
し
た
。
実
効
識
字
率
と
「
近
似
的
な
非
識
字
者
」
はB

asu,K
aushik,and

Jam
es

E
.Foster

(1998)
“O

n
M

easuring
Literacy,”

E
conom

ic
Journal,V

olum
e

108.N
o.451,N

ovem
ber,

pp.1733−1749.

。
識
字
率
と
人
口
の
年
齢
構
成
の
関
係
は
黄
栄
清
・
南
條
善
治
（
一
九
九
八
）「
平
均
識
字
寿
命
に
よ

る
中
国
の
社
会
発
展
度
の
計
測
」（『
人
口
学
研
究
』
第
二
二
号
）
二
五
―
三
〇
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。「
機
能
的
非
識

字
」
の
概
念
は
、
国
連
開
発
計
画
（
一
九
九
八
）『
人
間
開
発
報
告
書
一
九
九
八
』
国
際
協
力
出
版
会
、
三
一
ペ
ー
ジ
、

B
ox

1.2
を
参
照
し
た
。
本
文
中
の
中
国
の
識
字
運
動
は
三
好
章
（
一
九
八
八
）「
教
育
体
制
改
革
」（
小
島
麗
逸
編

『
中
国
の
経
済
改
革
』
勁
草
書
房
）
二
二
二
―
二
四
七
ペ
ー
ジ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
識
字
運
動
は
荒
井
悦
代
（
一
九
九

五
）「
パ
キ
ス
タ
ン
の
教
育
の
現
状
と
問
題
点
」（
豊
田
俊
雄
編
『
開
発
と
社
会
―
―
教
育
を
中
心
と
し
て
』
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
）
一
四
三
―
一
五
五
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。

『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』N

o.186
(2011.3)
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